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＜会社の製品紹介＞ ＜環境方針（概略）＞ ＜新電元グループ（国内）の構成＞

シリコンウエーハから・・
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プリンタ インバータ照明 ＡＣアダプタ

薄型テレビ 製品の主な用途例 ※詳細は、ホームページをご覧下さい。
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＜　２０１０年度環境保全活動の成果　（概要）　＞ ＜　順法状況　（概要）　その１　＞

　目　的　＆　目　標　内　容 （１）　大気関係 （２）　排水関係
１、総ＣＯ2排出量の削減（省エネルギー）

２，ゼロエミッション維持（排出物の削減とリスク低減）

３，グリーン調達推進での環境負荷低減活動

４，化学物質管理徹底、製品環境負荷の把握 

ばい煙濃度の項目で、最も数値が高い窒素酸化物を示しました。 最も数値が厳しいフッ素（Ｆ）の状況を示しました。
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＜　順法状況　（概要）　その２　＞

（３）　廃棄物関係 （４）　地球温暖化防止活動 （５）　化学物質関係
２０１０年度の主な排出物の状況をまとめました。
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　特にフッ素（Ｆ)を含む廃液処理は、消石灰（Ｃａ（ＯＨ）
2）を用いた凝集沈澱処理が必須であり、排水基準の８
ｍｇ/Ｌを満たすよう細かな監視を実施しています。
　定期の排水分析で適正処理を確認しております。

　半導体素子製造には、大量のフッ酸、硫酸等を使用し
ます。これらの廃液は社内で廃水処理を行い、条件を
満たしたことを確認してから河川放流しております。

基本理念 ： 世界の「良き企業市民」たること
企業ミッション ： エネルギーの変換効率を極限まで
　　　　　　　　　　追求することで人類と社会に貢献する
＜活動＞
　　①法令等の順守　②省エネ＆ＣＯ2排出削減
　　③省エネ型製品の開発　　④環境負荷量の把握
　　　（ＬＣＡ）　　⑤省資源化　　　⑥化学物質管理
　　⑦グリーン調達　　⑧ゼロエミッションの継続

　次世代に、「環境」をより良く確実にバトンタッチしていく為にも、当社の生
産活動に於ける環境負荷の低減と遵法意識の徹底を図り、省エネ＆省資
源の製品提供に向けて日々精進してまいります。

　ここに2010年度の環境活動を御報告致します。皆様の御意見・御感想を
頂ければ幸いです。

（１）新電元グループの環境方針

　山形県朝日町のＡｓａｈｉ自然観にある「空気神社」。
古来、「万物生成の根源は、五行（木・火・土・金・水）」
とされ、これらを包容し、生命を保持し、形成を促すの
が「空気」とされています。
　毎年６月５日を「空気の日」としております。

新電元工業株式会社

改めて　「環境」　とは？
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　環境保全の取組みは特別なことではなく、排出
物の分別＆リサイクル、節電、省資源等、普段の
日常生活の中に溶け込んだ活動となってきまし
た。そして身の回りに当たり前にある「モノ」の大
切さを痛感させられたのが、東日本大震災でし
た。普段何気なく使っていた電気・水道・ガス等の
インフラや、食料・燃料等、さらには空気のように
日常は意識していないものが、実は貴重な資産
や資源で、私達はそれらに支えられている事に改
めて気付かされました。
　「産業」もまた「環境」に支えられています。清浄
な空気、清涼な水、安全な食物、安定した気候
etc...

　代表取締役社長

結　果

（２）東根新電元の環境方針

新電元工業株式会社を中核に、国内各社でＩＳＯ１４００１
のマルチコーポレート方式の認証を受けております。

この他、海外にもＩＳＯ１４００１の認証を取得した関係会社
がございます。
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理念 ： 地球環境保全は人類の必須＆最重要課題
　方針 ： 電子デバイス製品製造で、環境の保全と
　　　　　　　　　負荷低減に積極的に努める
＜活動＞
（１）法令等順守　（２）汚染予防と継続的改善
（３）環境経営推進
　　①省エネ　②資源有効利用　③ゼロエミ継続
　　④グリーン調達と化学物質管理
　　⑤環境負荷量の把握（ＬＣＡ）
　　⑥汚染防止の教育訓練　⑦環境教育と啓蒙

（-1.1％）

②収集運搬&処理業者の監査

（Ａ重油、電力改善等の個別目標も達成）

　ボイラー１１台（温水２台、貫流７台、吸収式発生機２
台）を、季節変動等を考慮しながら最適な燃焼に努めて
います。また冬期の冷熱源に外気を活用しています。
　尚、６ヶ月に１回のばい煙濃度測定の結果、問題ない
ことを確認しております。

１５０１０ｔ以下

○0.01%、99.7%①埋立率≦1％　Ｒｃｙｃ率98.5％≦

△*

○ 14843ｔ

○ 対応＆
　   指導実施

環境報告書２０１１

　シリコンウエーハを用いて、拡散・エッチング・写真・電
極付・ダイシング・パッケージ・検査等の各工程を経て、
半導体素子を作っています。

＜生産品目＞
●パワーＩＣ
　・インバータ照明用
　・モータードライバ用
　・ＤＣ/ＤＣコンバータ
●ＭＯＳＦＥＴ
●高速ダイオード
●サイリスタ

 E N V I R O N M E N T A L
 R E P O R T　２０１１

株式会社東根新電元
〒999-3701
　山形県東根市大字東根甲５６００－１
　　ＴＥＬ：０２３７－４３－５２１１（代表）
　　ＦＡＸ：０２３７－４３－５２５６（総務部）

「エコらんぼ」は
当社のエコキャラクターです。

①ＪＡＭＰ・ＡＩＳ対応のデータベース構築

②ＬＣＡガイドラインの理解

②サプライヤ監査の実施対応

①ＰＦＣ排出量：前年以下、削減方法調査

報告期間　：　２０１０年４月　～　２０１１年３月　

溶剤は写真工程＆
洗浄で発生します。
汚泥はフッ酸の廃液
処理で発生します。
廃プラは、製品パッ
ケージ樹脂の余剰分
等です。

　２００５年２月の「ゼロ・エミッション※」宣言以降、ほと
んどの排出物のリサイクルを確立しました。ごく僅かに
残っている分も、リサイクルルートの開拓に努めており
ます。

※＜新電元グループのゼロ・エミッションの定義＞
　　　総排出量に対して埋立量を１％以下とする

○把握報告済

＜　特記事項　＞
*３月予定分が、3月11日に発生した東日本大震災により一部延
期となりました。（7月に計画）

○実施

　改正ＰＲＴＲ法で指定された特定化学物質の環境中へ
の排出状況を把握・報告しております。
　半導体素子製造に使用される該当化学物質の取扱い
の割合を示しました。

＜主な物質　（数値はＰＲＴＲ法での指定番号）＞
　374：フッ化水素等　　53：エチルベンゼン　　80：キシレン
　349：フェノール　　333：ヒドラジン　　304：鉛

　エネルギー管理指定工場につき、省エネを目的目標
に掲げ、使用状況を国に定期報告しております。
　2007年導入のターボ冷凍機が大きく貢献し、また省エ
ネ対応設備の導入＆老朽更新も行っております。

　この他、半導体製造に不可欠なＰＦＣ類の使用＆排出状況を、
新電元工業を経由してJEITA（電子情報技術産業協会）に報告し
ています。更に除害装置の計画的な導入への取組みも行なって
おります。

年間取扱量(購入量）
　　　　　　　：４７．７ｔ
排出内訳
　製品付着　　１．７ｔ
　大気排出　　６．１ｔ
　水系排出　　０．０ｔ
　場外移動　１２．２ｔ

他は、燃焼消費や化
学変化による消費に
なります。

　㈱東根新電元　　http://www.h-shindengen.co.jp/
  新電元工業㈱　　http://www.shindengen.co.jp/top_j/index.html

総排出量：　４２５ｔ
特管産廃：　１６３ｔ
一般産廃：　２６２ｔ

ＰＲＴＲ物
取扱い量　４７．７ｔ中の比率
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＜　2010年度の取組みと結果報告　＞

事例①　電子データ活用による紙の削減 事例②　前処理の見直しによる薬品使用量の削減 事例③　薬品交換頻度見直しによる使用量の削減

関連書類 ３／４相当量を削減

　指示書＆申請書関係 ７５％削減

　受入検査表関係 　副次効果として、廃液処理薬剤も削減できました。

　温湿度記録計用紙

　（1ｃｍ／日設定、１枚/月） １／４へ

　※副次的に、コピーや印刷に係る電力、トナー等も削減となりました。

＜　技術部　＞ ＜　製造部　＞

＜　品質保証部　＞ 5

＜　2010年度の取組みと結果報告　＞

事例④　適正位置見極めで金ワイヤー使用量削減 事例⑤　ユーティリティの改善によるエネルギー使用量の削減

ユーティリティ関連　成果のまとめ

＜　施設管理課　＞

＜改善成果（１個当たり）＞

実施前の使用量を１００とすると 事例⑥　日常の取組み ＜　全社展開　＞

　⇒　改善後は「９７．７」（２．３％削減）

＜　製造部　＞

回収資源量は760ｋｇになりました 6

＜　2010年度の取組みと結果報告　＞

（１）環境会計 （２）マラソンコースの清掃 （４）東根市環境週間への参画

コスト分類 2010
投資

2010
費用

15.3 26.8 （３）チャレンジエコ通勤2010

0.0 2.2

0.0 24.5

0.0 0.0

0.0 0.3

1.7 2.3
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＜　２０１０年度の取組みと結果報告　＞ ＜　環境標語　２０１０　＞ ◆　編集後記　◆

（５）環境監査

（尚、紙面の都合上、佳作の５作品は割愛させて頂きました。）
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結果

毎日交換

　従来より、指示書や検査表は「品質記録」として”紙”
が欠かせませんでした。また温湿度記録用紙も同じでし
た。
　そこで、電子データによる記録体系を構築し、紙の使
用量の削減に取組みました。

年間削減数

約3400枚

最優秀賞
考えよう　エコにつながる原低活動　省エネ　省液　省資源
　　　　　　　　　　　　　　　　設備技術課　淀川　浩行

優秀賞①
環境保護には資格不要　郷土を愛するモラルと意識
　　　　　　　　　　　　　　　　施設管理課　高橋　直樹
優秀賞②　★
廃棄物　出さぬ努力で地球を守る　今日から私は仕分人
　　　　　　　　　　　　　　　　製造２課　植松　秀幸

　東根市では毎年１１月に、「環境週間ひがしね」として
色々なイベントを開催しています。弊社も東根大森工業
団地連絡協議会・環境部会（大連協・環境部会）の一員
として協力しております。
　今回は「大森だんじろうの環境実験室」のうち、「ポン
ポン船を作ってみよう！」を担当しました。原理はろうそ
くを使った焼玉エンジンですが、子供から大人まで、多く
の方々に、製作＆運航していただきました。

＜2011環境報告書　編集者＞
委員長　：　鈴木　拓
委　員　　　森　 貞佳　　吾妻隆三　　山田明彦　　柏倉　稔
　　　　　　　工藤　裕　　太田秀美　　工藤　誠　　石川　進
発行　　：　2011年 6月

この報告書に関するお問合せは、下記までご連絡ください。
　株式会社東根新電元　総務部
　ＴＥＬ：0237-43-5211（代表）
　ＦＡＸ：0237-43-5256（総務部）

★　社内審査で上位の５作品を新電元グループ環境標
語に応募したところ、見事優秀賞に輝きました。

ポリオワクチン約４５人分に
なりました。（８００個／人）

　家庭に眠る金属類の回収や、ＰＥＴキャップ及びプルタ
ブの回収も３年目となりました。今回初めてエコキャップ
推進協会（横浜市）に送付しました。

使用
薬品

削
減
量

　ある機種は、エッチング用薬剤を毎日交換していまし
たが、品質確認も含めて精査した結果、交換頻度を延
長しても問題がないことが分かりました。

４日に１回に延長

従来廃液処理用薬剤

消石灰、希硫酸、凝集沈殿剤

苛性ソーダ

変更後

（叉は規定処理数毎）

②上下流

③管理活動

　ー

　環境経営の評価ツールとして２００１年度より環境会計
を導入し、環境保全活動に要したコストとその効果を把
握し公開しています。（環境省ガイドラインに準拠した算
出をしております。）

　東根市主催のさくらんぼマラ
ソン大会が６月に開催されま
す。当社周辺もコースになって
おりますので、構内清掃も兼
ねて清掃活動を実施しました。

有害化学物質管理等

実施
④

生産冷却水配管抵抗の低減（配管素材の見直
し、系統の見直し）等による電力削減を行いまし
た。

　環境意識の高揚を目的に、社員から環境標語を募集
したところ、延べ２７６件の作品が寄せられました。
　審査の結果、優秀な作品（最優秀賞：１点、優秀賞：２
点、佳作：５点）を選び、社内に掲示しております。

削減電力量の合計　 約２５万ｋＷｈ／年

④研究開発コスト

①事業エリア

　ＩＣ関係の製品はリードピン（端子）が多くあります。内
部で接続するワイヤには金線を使用していますので、
金の使用量が多くなります。
　適正位置の見極め及び標準化を行うことで、金の使
用量の削減に取組みました。
　※当然のことながら品質的な問題が発生しないことが
最低条件となってきます。

金線の使用量は生産数に比例していきますので、１個
当たり僅かでも大きな削減効果となりました。もちろん使
用量削減と同時にコスト削減にもつながりました。

クリーン系のAHU（エア・ハンドリング・ユニット）の
ファンBOX老朽更新の際、機構の見直しとイン
バータ化を行い、電力削減を行いました。

公害防止、環境保全、資源
循環等

ISO14001関連活動、法定点
検、環境負荷監視等

⑤社会活動

その他の保全点検等

環境保全団体、社会活動等

⑥環境損傷対応

　１２月１４日～17日に、新電元グループとしての環境ＩＳ
Ｏの定期監査をＪＱＡ様より受けました。当社は１４日に
実施されました。
当社の結果は、グッドポイント１件、改善の機会：３件と
なりました。一方、新電元グループ全体でも重大な不適
合は無く、無事継続することができました。

＜備考＞
投資とは、設備投資等になります。
費用とは、減価償却費、修繕費、材料費、人件費等になります。

当社監査でのグッドポイントは、フッ酸処理の薬
液削減で大幅な削減が達成でき、更なる削減が
期待されることによるものです。（取組みと結果報
告、事例③　参照）

　ウエーハプロセスでは、表面の清浄度維持のため前
処理工程が欠かせません。
　ある機種の前処理工程での清浄度を精査した結果、
一部の前処理を削減（省略）できることが分かりました。

実施
②

　地球温暖化防止のため、事業活動に伴うＣＯ2排出量
の削減は必要ですが、毎日の社員の通勤車両からの
排出分も把握と削減が必要なのではないでしょうか？
　弊社では「チャレンジエコ通勤2010」を展開し、約50人
の参加で、年間約１500kgのＣＯ2削減（＝燃料の削減）
を果たしました。
　徒歩や自転車通勤による日々の積み重ねが大きな数
値になってきますネ。健康にも一役買いました。

　一つひとつは小さな値ですが、毎日使用されるユーティリティ設
備・装置なので、見直しや改善を行うことで、年間で通算すると大
きな数値となりました。

　ユーティリティ関係は常時稼動のものが多く、僅かなロ
スが結果的には大きく影響を及ぼします。そこで改めて
現状の処理内容、接続系統等を見直して、設備の効率
的な運転に努めました。（代表事例です）

実施
①

＜成果＞
　品質的な問題もなく、使用量を７５％（１／４に）削減す
ることができました。（廃液処理も事例②と同様です。）

　東日本大震災での原発事故をみていると、緊急事態
の準備と対応の重要性を改めて痛感しています。我々
の活動は全て地球上、自然の中ですので、自然や環境
を無視してはなりません。これを機会に、もう一度見つ
めなおす必要がありそうですね。
　「現在の地球は未来からの借り物です。
　　未来に向けてどんな行動をしていきまますか？」
　
　身の回り、足元からできることを少しずつ行って、環境
負荷の低減につなげましょう。また、負荷低減につなが
る内容はどんどん広めていきましょう。

　直接効果 ： 回数相当分の薬剤量＆超純水量

＜成果＞
　この機種では、約１４％相当分の前処理工程用薬品と
超純水の使用量削減ができました。また、副次効果とし
て廃液処理に係る薬剤の削減もできました。

　副次効果 ： 削減相当分の廃液処理薬剤の削減

ファイル５冊相当

１２枚／年

＜成果＞
　年間で、約３４００枚のコピー用紙とこれを保管する
ファイルの削減ができました。また電子記録により、検
索の手間も省くことができました。

（ペーパーレス記録に変更）

ユニットの完全停止（元ブレーカ遮断）、運転時期
の限定、並列運転の見直し等を行って、電力削減
を行いました。

実施
⑤

２次温水ポンプの外調機を停止することで、電力
削減を行いました。

コンプレッサーの老朽更新時にインバータ式を導
入し、バランス調整配管を行ったことで、電力削
減を行いました。

実施
③

・硫酸、塩酸、過酸化水素

前処理工程での使用薬品

・フッ酸

単位：百万円

ポニョ！乗りたい！

↑環境実験室の状況

↑ポンポン船の製作＆運行状況




